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Turbulence of the Diligent-Work and
Frugal-Study Students in France ( I )
周　恩来　　著
米原　　謙*/申　　春野**　共訳
Written by ZHOU Enlai
Translated by YONEHARA Ken and SHEN Chunye
Abstract
The Diligent-Work and Frugal-Study {Qingong jianxue) was a movement promoted by the
Chinese anarchists in Paris, whose central figure was Li Shizeng. One can trace the origin of
this movement back to the bean curd company established by Li in 1908. The movement was
begun on a large scale in 1919 and ended in failure before long. Young Zhou Enlai, who had
arrived in France in 1920 as one of the Diligent-Work and Frugal-Study students, reported
the whole story in two articles appeared in the Chinese magazine. The article we translate
here is the previous one, in which he tells the causes of difficulties of his colleagues.
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月17日、 89人)、第2次(同3月31日、 50人)、第3次(同7月13日、 60余人/同8月14日、
60余人)、第4次(同8月25日、 50人)、第5次(同9月29日、 40余人/同10月31日、 150人)、
第6次(不明)、第7次(不明)、第8次(同12月9日、 158名)、第9次(同12月25日、 50人)、
第10次(1920年1月5日、 60余人)、第11次(同4月1日、 50人)、第12次(同5月9日、 130









動について」 (『歴史研剰第11号、 1974年)、何長工『フランス勤工倹芋の回想』 (河田陳--、森時彦訳、岩波書店、
1976年)、嵯峨隆・坂井洋史・玉川信明編訳相国アナキズム運動の回劉(総和社、 1992年)、嵯峨降『近代中国
アナキズムの研究』 (研文出版、 1994年)。またフランス側の資料を駆使し、中仏の外交関係も視野に入れながら、
勤工倹学運動の過程を見事に描いたものとして以下の文献がある　Annie Kriegel, Aux origines frangaises du
c0mmumsme chinois, Communismes au miroirefrancais : Temps, cultures et societes en France devant le com-
munisme, Edition Gallimard, 1974.さらにこの時期の中国アナキズムを扱ったものとして以下の文献があり、こ
れらの文献でも勤工倹学運動に関する記述がある　Peter Zarrow, Anarchism and Chinese Political Culture,
Columbia University Press, 1990. Arif Dirlik, Anarchism in the Chinese Revolution, University of California
Press, 1991. Ming K. Chan & Arif Dirlik, Schools into Fields and Factories : Anarchists, the Guomindang, and












































































































































































































































































































































































































































































































































えれば、通告が出された後の影響は、 「自力の組織」、 「仕事探し」、 「生活維持」、 「生存権と
求学権の要求」が、それぞれ別個の問題であることがわかる。前二項目は中仏教育会の職員
が尽力しようとした計画であるo第三項は、中仏教育会が、力が及ぶ範囲内で二月末まで維
持することを願っている0第四項は、中仏教育会があえて立ち入りたくないところである。
この四項目について、 「仕事探し」と「生存権と求学権の要求」は対照的である。 「生活維持」
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は両者の間にある。 「自力組織」は三者の上に置かれ、それがその存否によって区別される。
これまでに中仏教育会と経済関係をもったことのある者は、千人を下らないはずである。そ
れを何らかの種類に区分することはたいへん難しい。 「生活維持」に賛成する者もいれば、
「仕事探し」あるいは「生存権と求学権の要求」の方に絶対的に賛成する者もいる。さらに
「生活維持」に賛成しながら、 「仕事探し」あるいは「生存権と求学権の要求」にも賛成す
る者もいる。組織のことに賛成するか否かについては、前者は根拠とならない。しかし別の
方法で分類する点では前者と同じである。どんなことでも、絶対的な考え方を持つ者は比較
的に少数であるため、この千余人の人たちの各事項に対する態度も煮え切らない状態で、時
には東、時には西という状態だった。どんな主張をしても、団結力が終始一貫することがな
いので、できあがった団体はそのことから大きな影響を受け、その気配りに「思う念力岩を
も通す」という勢いがなかった。
